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はじめに 

 教科書研究センターでは，「個別最適な学びと教科書の

在り方に関する国際比較調査～諸外国におけるデジタル

教科書の政策と実相～」を 4 年計画で実施している。本研

究では，先進諸外国におけるデジタル教科書等の使用実態

を把握・分析し，我が国との比較を通じて，デジタル教科

書等の位置付け・役割とそれらの活用方法，教科書に求め

られる機能等を明らかにすることを目的としている。 

主な調査項目は， ①デジタル教科書政策・制度の詳

細，②デジタル教科書の制作・発行，③特に算数・数学の

デジタル教科書の実相・実際，とした。 

諸外国の調査として，まず第１回目に世界学力トップク

ラスに躍り出た IT 立国として有名なエストニア共和国を

選んだ。 

調査は本年 3 月 3日～5日の 3日間，エストニア共和国

の首都タリンで行った。調査先は，デジタル教科書プラッ

トフォームの Star Cloud 社（Opiq）の CEO，Antti Rammo

氏インタビュー，Tallinn English College（中学，高等学校

段階），Kalamaja Põhikoo（基礎学校），教育研究省代表部

オフィスの Sten Kapten 氏インタビュー。また高校生への

インタビュー調査も行った。 

 調査には，著者（二宮皓），教科書研究センターの刊行

物「海外教科書制度調査研究報告書」でエストニアを担当

された丸山英樹氏（上智大学教授），算数・数学の教科教

育の担当に松島充氏（香川大学教授）が参加し，そして日

本経済新聞社の記者（教育担当），下川真理恵氏も調査に

同行した。 

 

１．「デジタル立国」「教育立国」を標榜するバルト海の小

さな国 

 デンマーク，ドイツ，スウェーデン，ソ連に支配された

地域であり，一度ロシアから独立した時期もあったがすぐ

に 1940 年にソ連に併合され（平和条約を締結したにもか

かわらず），独立を勝ち得たのは 1991 年であった。13～14

世紀の街並みが保存され，「タリン歴史地区」として世界

遺産に登録されている。 

半世紀もソ連の支配を受けていた貧しい小さな国（人口

130 万人強）が，独立後世界に先駆けて驚く戦略をとり，今

日では世界の多くの国から訪問客が絶えない先進的な国

へと変貌している。それこそがデジタル立国戦略であ

る。ご案内のとおり，1990 年にインターネットの商業利

用が解禁され，日本では 1993 年に解禁されてい

る。Windows95 が発売されたのが 1995 年である。エスト

ニアは，1994 年にエストニア情報化政策原理案を定め，IT

開発戦略案を立案した。GDP の 1％が IT に投資されるこ

とになった。デジタル立国の開始である。 

そして 1996 年に Tiger Leap（虎の跳躍（シンガポールを

模して））政策を樹立し，西側諸国に追いつくために，IT

のインフラの整備と「学校におけるコンピュータースキル

の優先度を高くする」政策を押し進めることとなった。国

民のデジタルスキルを向上する生涯学習戦略を推進し，国

民の 90％がインターネットを日常的に使用するデジタル

開発インデックス（International Telecommunication Union）

でナンバーワンとなった。E 政府，E 投票，2022 年には E

婚姻とデジタル化が進捗している。
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２．教育先進国へ脱皮－世界トップクラスの学力（欧州

トップ）の国へ 

 2018 年の OECD の PISA 調査結果はエストニアがフィ

ンランドを抜いて欧州トップに躍り出た年であり，世界

はその成功の秘密を探るべくエストニアへの訪問を続け

た。かつてフィンランドが世界一の学力を誇った時の

フィンランド詣でのように。フィンランドの成功の要因

は多くの学者によって「教員の質の高さ，修士号をもつ

教員」といったように高学歴の教員に求められたことは

記憶に新しい。しかしこの度エストニアを訪問し，理解

した要因は，教員の質もあるかもしれないが，「教育・学

校のデジタル化」にあると理解した。学校でも自宅でも

どこでもデジタル教科書や宿題（課題）にアクセスで

き，学ぶことができるそのシステムこそが，生徒の学ぶ

力を培ってきたのである。タブレットでもなければパソ

コンでもなく，スマホ片手に学びができる。アクセスが

極めて平等であり，スムーズであり，学びの記録を教師

が閲覧できるし，保護者も閲覧できる。学びの DX 化が

進展していた。 

 2021 年の談話で，教育研究大臣は成功因子として教育

のデジタル化を強調していた。確かにシンクタンクの欧

州政策研究センター（CEPS）は 2019 年に「デジタル生

涯学習インデックス」（最終報告書）を公表し，第 1 位が

エストニアであると評価していた。まさに Tiger Leap（虎

の跳躍）政策の果実がここに実ったともいえる。報告書

は「新たなロールモデル」を提供していると評していた。 

PISA の順位（エストニア） 

PISA の結果（2009〜2018） 

年 
エストニア フィンランド 

読解⼒ 数学 理科 読解⼒ 数学 理科 
2009 13 17 9 3 6 2 
2012 11 11 6 6 19 5 
2015 6 9 3 4 13 5 
2018 5 8 4 7 16 6 

（エストニアは 2018 年に欧州⼀位となる） 

 なお 2015 年にはすでに読解力を除いて数学と理科の

成績ではフィンランドを抜いていた。 

 教育研究省の Sten Kapten 氏（教育革新アドバイザー）

はインタビューの際に，独立後の発展と成功の理由とし

て，一つには数百年にわたる他国の支配の歴史に対する

国民の強い憤りがあり，それがエストニアの「革新」を

支えてきたという。独立後の急進的なデジタル国家建設

への支持は確かにこうした国民の支えがあって初めて進

捗しえたものと思える。さらに彼は，学校や教員の自治・

自由（オートノミー）を強調していたことも印象に残っ

ている。国家カリキュラムの基準がある中で，自らの「学

校カリキュラ

ム」の編成，教

科書・教材の選

定，授業スタイ

ルの選択など

教員の裁量権

が大幅に認め

られているこ

とが高い学習

成果を支えて

いると胸をは

っていた。 

 

 今回の調査

で私が感じた

世界トップクラスの学力をもたらした要因に，デジタル

教科書があるのではないかと感じた。後述するように，結

論的に言えば，デジタル教科書のポータルサイトであ

り，システムである Opiq と呼称される Web 上のサイト

である。このシステムは，教科書出版社が発行するデジ

タル教科書（すべての教科・学年の）をすべて掲載し，一

度契約すればどの出版社の教科書であれ，いずれの学年

の教科書であれ，自由に開いて学ぶことができるように

なっている。この発想こそ，学習者が時には教師が，さ

らには保護者が自由に，教科書にアクセスし学ぶことが

できることを保証している。デジタルコンピテンスやス

キルを備えた生徒や保護者（生涯学習で習得）であれ

ば，自由に学ぶべき事項を学年や教科を越えてサーチで

きる。学校の授業を待つことは必要ない。どんどん進む

こともできる。こうした印象と知見を得た。 

 

３．デジタル教科書の制度 

（１）デジタル教科書とは 

 エストニアのデジタル教科書を調べていると，そもそ

もデジタル教科書とは何かという本質的な疑問に遭遇し

てしまう。紙の教科書であれば，一定の頁数と厚さをも

ち，明確に教科書であることを認識できる。また紙の教

科書を PDF 化したものであれば，それを印刷すれば紙の

教科書と同じになる。どこも違わない。しかしタブレッ

トで見ると，PDF 版も図を拡大してみることができた

り，マークをすることもできたりする。デバイスの持つ

機能を駆使すればデジタル教科書的になる。 

しかしエストニアでみたデジタル教科書は違う。紙の

教科書を PDF 化したものではない。Opiq というデジタ

ル教科書・教材のポータルサイトを開発・提供している

Star Cloud 社の CEO の Antti Rammo 氏（写真）は，イン

タビューの中で明確に，デジタル教科書は紙の教科書を

PDF 化したものではない。それではデジタル教科書のメ

左が Sten Kapten 氏 
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リットや機能を最適に活用した学びができないと説明し

た。加えて Opiq の開発者として，デジタル教科書の定義

を聞かれて，このシステムの中では，教科書と教材を区

別する定義は困難であるという。エストニアでも紙の教

科書と紙の教材（ワークブックなど）が出版されている

ので，紙ベースで考えると教科書と教材を明確に物理的

に区別できる。しかしこのシステムの中では，動画や音

声などのマルチメディア素材が学びに駆使され，テキス

トもデジタルで作成されているので検索などの様々な機

能を付加したものとなる。 

  

（２）Opiq の仕組みとデジタル教科書 

Opiq は，エストニア語の ÖPIQ を商標化したもので「教

科書」という意味であり，エストニアの教科書出版社及

びコンテンツ制作者から提供される国家カリキュラム準

拠の完全にデジタル化された「デジタル教科書」440 種

類以上がアップロードされているクラウドベースの「学

習環境」であるという。学校でも家庭でもどこからでも

アクセスできるシステムとなっている。 

 2014 年に創設され，2016 年に多くの学校で採用され

利用されるようになる。2018 年当時には，基礎学校（1

～9 年生）の生徒はすべて無償でデジタル教材（教科書

＋ワークブック＋練習帳）を使用し，知識を得たり，課

題を解いたり，ノートをとったりできるようになってい

る。すでに述べたように生徒は学年をまたがっていずれ

のデジタル教材でも使用することができる。政府もデジ

タル学習教材開発に 140 万ユーロ（約 2 億円）を投資し

た。学校には新しいパソコンやスマートデバイスが配置

された。学校カバンも軽くなったはず。なおロシア語系

の高校に通っている生徒にインタビューをする機会があ

ったが，彼はこれまで Opiq でデジタル教科書等を使っ

たことはないと回答してくれていたことは印象に残った

（検証はしていないが）。 

Opiq もそうした政府の財政出動もあり，有償でライセ

ンスを学校・教師や生徒あるいは保護者に提供すること

ができ，また更なるソリューションを開発することがで

きる。現在は国内のみならず，フィンランド，カザフス

タン，ケニア，ウガンダなどに輸出している。 

 ライセンス料は，生徒一人当たり月 3 ユーロ 50 セン

ト，年間（10 か月）35 ユーロとなっており，学校が生徒

分のライセンスを一括購入する。その費用は地方当局が

負担するので，無償給与となる。教員は月 9 ユーロ 90 セ

ント。そのほか誰でも月 5 ユーロでライセンスを購入す

ることができる。1 月だけの契約でも OK であるとい

う。デジタル教科書はライセンス収入で成り立つことに

なっており，出版社間で配分しているという。 

 学校では教室にスマートボードが用意され，Opiq 内に

あるそれぞれの教科の教科書に設けられている「教師用

マニュアル」を参考にしながら，スマートボードを活用

した授業をデザインしている。生徒は教室の格納ボック

スに配置されたり，別途配置されたりしているタブレッ

トなどを取り出して，必要に応じて授業の中で活用す

る。生徒の机には，紙のワークブックや練習帳が置かれ

ており，デジタル教材ではなく，紙の教材で学習してき

ている（宿題であったのかもしれない）。練習（エクササ

イズ）はデジタル教科書に用意されており生徒は練習問

題の解答を選択し（プルダウン方式），答え合わせを行

う。正解をみることもできる。何回で正解にたどり着け

たかなどの記録が残り，教師はその学習記録を見ること 基

＜https://www.opiq.ee/Catalog＞ 

Antti Rammo 氏 

Kalamaja Põhikool（基礎学校）の生徒のカバンの中身 
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ができる。Rammo 氏の説明によれば，「何回間違えてもか

まわない」「正解を導き出せるようになるまで取り組む」

ことが大切である，という教育哲学で開発しているという。 

デジタル教科書は紙の教科書と同様の過程を経て執

筆・編集・制作されるという。紙の教科書と異なる部分

は，Opiq に掲載できるようにデジタル技術を組み込むこ

とであるという。デジタル教科書・教材も「ナショナル

カリキュラム」の基準に沿って執筆・編集されていなく

てはならないことは法律（基礎学校及び高等学校法（2010

年））によって定められている（教科書出版社の義務）

が，いわゆる「教科書検定」制度は設けられていない。検

定に代わって教科書・教材のレビュー制度が設けられて

いる。専門の研究者と学校の教員の 2 名以上の審査委員

によるレビューが教科書ごとに実施されなくてはならな

い（教科書出版社の責任で）。審査委員の氏名・肩書は公

表されることになっている（基礎学校及び高等学校法

（2010 年）第 20 条に規定）。これらの要件を満たしてい

ない教科書は教育研究大臣によって取り消し処分を受け

ることになる。 

Antti Rammo 氏の説明では多くの場合，審査結果（意

見）の内容は公表されていない。本来このレビューの狙

いは，教科書の執筆者と編集者に対する評価・助言にあ

り，その結果は印刷出版の前に参考として活用されると

いう。ちなみに同氏が参考までに示してくれたレビュー

をみると，いくつかの視点が提示され，その結果（コメ

ント）が示されている（①先進性があるか，②現行の教

科書等の問題は，③有効な修正や変更など）。分量もかな

り多く，詳細にレビューされていることがわかる。誤字

の指摘もある。内容を吟味すると「以前にも指摘したこ

とであるが」という一節もあり，継続してレビューを担

当していることがわかる。そしてレビューは審査委員の

氏名・肩書とともに，「幸運をお祈りしています」の文で

終わっている。  

 

（３）デジタル教科書・教材の機能 

Star Cloud 社の A.Rammo 氏との面談で，エストニアの

Opiq システムにおけるデジタル教科書・教材が有する機

能について質問した。またデジタル教科書が一般的に期

待される機能について質問した。 

① 双方向性・対話性機能 

教科書の中の「エクササイズ」問題については，正誤

等についての対話型ソリューションが用意されてい

る。生徒はそれぞれ異なった方法で回答ができ，何回で

も問題を解くことができる。この機能は特に「動機づけ」

のためのものである。 

② 検索・ナビ機能 

Opiq の教科書・教材について，学年をまたがって教科

書・教材や単元を自由に検索・閲覧・使用できる。また

「地球」「太陽」「オーロラ」などのキーワードで検索す

れば，様々な映像や記述を参照できる。 

③注釈・ノート機能 

ハイライトしたり，コメントを記入したり，あるいは

Tallin English School で紙の教科書が積まれている（貸与用） 

基礎学校の数学の授業でパソコンとスマホを使用する生徒 

基礎学校の数学の授業 

（紙の教科書とノートを広げている生徒） 

基礎学校の数学の授業（スマートボード） 
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ノートを残したりできる機能があり，たとえば，2 年後

でもそれを見ることができるという。 

④ マルチメディアを組み込む機能 

たとえば，蚊が飛ぶ様子はアニメーションで示すなど

多様なメディアが活用されるように開発されている。ビ

デオが多く用いられている。これらの機能はシステムに

組み込まれることになる。メディアの発達に追いつきな

がら，多様かつ革新的なメディアを組み込むように努め

ている。 

⑤ アクセス性 

この機能は読み上げ機能，拡大機能などの学習支援と

の互換性という意味での質問であるが，読み上げマシン

やアプリ，異なった言語（エストニア語，ロシア語，英

語など）への対応アプリ，スクリーンの読み上げスピー

ドの調節，などアクセスが改善され，個性化されるため

のソリューションを組み込んでいる。教科書の PDF 版で

ないことの意味はここにもあるという。 

⑥ カスタマイズできる機能 

多様なニーズや個性に対応するためのソリューショ

ンとして，たとえば，フォントサイズ，背景色，レイア

ウト，色，内容の付加などカスタマイズできる機能が組

み込まれている。また教師がエクササイズを作成し，配

布することもできる。教師と生徒は「私の教授」「私の学

び」に，Opiq の中の教科書等を使った学びを一つに統合

できる機能もある。個別最適な教材の提供を目指す。 

⑦ 生徒や教師との協働学習機能 

協働型フォーラムあるいは協働型ノート作成などの

協働型学び機能は生徒の学習面ではまだ設けていな

い。開発中と言ってもいい。スマートボードの中でワー

クを協働する技術も。教師のマニュアルの中では，スク

リーン提示機能についての説明がある。 

⑧ 生徒の評価とフィードバック機能 

エクササイズ問題などで正誤や正解に到達した時間

や誤答の回数などが評価される機能がある。また生徒に

課題を出して，生徒ごとの成果（5 段階評価あるいは ABC

評価）を提示することができる。形成的評価の一貫であ

るという。クラス全体の評価を見ることもできる（スマ

ートボードに投影されるので教師のみならず生徒も見る

ことができる）。 

⑨ 生徒の学習の進捗の追跡機能 

個々の生徒の学習の進捗を追跡し，データとしてみる

ことができる。エクササイズのデータ，単元のデータ，ク

イズのデータ，さらには宿題のデータも集積される機能

がある。 

⑩ 他のデバイスへの対応（互換性） 

この機能は強調されていた。かならず互換性は担保さ

れなくてはならないと述べている。PC であれ，アンドロ

イドであれ，Apple であれ。いずれの OS にも対応できる

ようになっている。特にスマホの小さな画面でテキスト

や映像を見たり，エクササイズ問題を解いたりする場合

には，画面に収まるように編集・デザインされている。 

⑪ オフラインでの使用可能機能 

オフラインでは提供していない，あるいは提供したく

ないという。各家庭でもすべてインターネット回線があ

り，オンライン学習が可能となるデジタル社会環境が整

備されているので問題はない。むしろデジタル教科書・

教材はオンラインでこそそのベネフィットを最適に享受

できるという。 

⑫ LMS との統合更新について 

学習管理システム LMS との統合・連携については，ナ

ショナル ID でもって同じアカウントを使用し，情報が

共有できるようになっているという。 

⑬ 定期的更新について 

教科書であるので，定期的な更新（アップグレード）

があるかどうかを尋ねたところ，質問の意味が分からな

いという回答であった。説明では，教科書のレビュー結

果に基づく加筆修正は別にしても，生徒の学びのデータ

や教師からのフィードバックでもって，たえずコンテン

ツを見直し，更新している。例えば年間 30 回も更新する

場合もあるし，100 回を超える場合もある。またソフト

ウェアの更新も含めてシステムはいつも更新している。 

 

（４）ハイブリット 

 写真にもあるように，実際にはデジタル教科書・教材

と紙の教科書・教材のハイブリッドであり，紙の教科書・

教材も販売されている。Rammo 氏によれば，生物のワー

クブックやノートを隣接する AVITA 教科書出版社の戸

棚から取り出し，Opiq を活用する場合にあって，ハイブ

リットが学習効果という点でも重要であるとご本人は確

信しているという。生徒のカバンの写真は，紙の教材を

持ち帰りしている状況を映し出しており，軽い感じがす

るが，中には非常に重そうなカバンを持参している女子

基礎学校の数学の授業 

（紙の教科書とワークブック） 
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生徒もいた。デバイスは学校備え付けで生徒はスマホを

使ったり，家庭では PC を使ったりと多様なデバイスを

活用するが，どうだろうか，それでも生徒の通学カバン

は軽くならないかもしれない。 

 

（５）デジタル教科書の効果に関する調査研究 

基礎学校修了のための国家試験，各種のテストの結果

に基づいて，デジタル教科書・教材を見直すようにして

いる。教科書出版社はたえず試験等の結果を気にかけて

いるのは間違いない。教科書・教材市場にあって，特に

エクササイズの検証が重要であるという。OECD の PISA

テストについても問題の性質等を分析し，教科書・教材

に反映させるような戦略もとってきている。ナショナル

カリキュラムでは幼稚園からどのようなスキルやコンピ

テンシーを育成すべきかを明確に描いている。生徒をモ

ニターとして教科書改善を図っているようになってい

る。デジタル教科書・教材を使用することで情報を蓄積・

分析でき，質の改善につなげることが容易になっている。 

 

４．ナショナルカリキュラム 

 ナショナルカリキュラムに準拠した教科書・教材であ

ることは法律で明確に求められているし，その点につい

てのレビュー制度を活用し，出版社自らが説明責任を求

められている。準拠していることが明確に謳われ，記載

されている。国家はレビュー制度を信頼し，さらに学校

と教師に高い自由度を認めている。 

 そうした構造の中で，ナショナルカリキュラムが何を

求めるのか，どのような原理で構成されているのか，と

りわけコンピテンシーベースのカリキュラムになってい

るのか，その場合どのようなコンピテンシー育成を求め

ているのか，などが問われる。そしてカリキュラムが求

める教科書はそのコンピテンシーを育成するためにどの

ような教育学的工夫をするのかが重要となる。 

 タリン大学の Maria Erss 教授の 1991 年独立以降の過

去 30 年のカリキュラムの動向と特色に関する研究によ

れば，それまでのドイツ教授学，旧ソ連の教科中心カリ

キュラムを脱して，英米のカリキュラム理論が大きな影

響を与えたという。エストニアの最初のナショナルカリ

キュラムが開発・制定されたのは 1996 年であった。1996

年はあの Tiger Leap(虎の跳躍)政策によりインターネッ

トの普及とデジタル生涯学習の振興がスタートした年で

あった。国民のデジタルスキルやリテラシーを育成する

というデジタル国家が策定した最初のナショナルカリ

キュラムであり，普通教育の目的，クロスカリキュラム

のテーマ，そしていわゆる汎用的コンピテンシーを基本

とするものであった。「コンピテンス」概念が導入された

最初のカリキュラムとなった。 

 その後 2002 年，2011 年とナショナルカリキュラムは

改訂され，EU 加盟（2004 年）とともに欧州の影響を強

く受けることとなる。とりわけ 2011 年カリキュラム

は，経済成長を重視する欧州の政策を受けて，「テクノロ

ジーと革新」及び「生涯学習とキャリア計画」といった

クロスカリキュラムのテーマが導入される。 

 2002 年ナショナルカリキュラムがあげたコンピテン

シーは「コミュニケーション」「価値」及び「活動コンピ

テンス」であったが，2011 年カリキュラムは「価値と倫

理コンピテンス」「社会的コンピテンス」「自己意識・自

己管理コンピテンス」「学び方を学ぶコンピテンス」「コ

ミュニケーション」「数学」及び「起業」コンピテンシー

を挙げた。そして 2014 年に（Star Cloud 社の A.Rammo 氏

が Opiq の開発に着手した年であるが），デジタルコンピ

テンスが追加され，「社会的コンピテンス」が拡充され，能

動的（アクティブ）市民性形成も強調された。 

 この汎用的コンピテンスの背景には，同教授の指摘に

よれば，「ソフトスキルの強調」「教科中心の縮小」及び

「カリキュラムの凝集力の増加」のアイデアがあった。 

 このようにみると，エストニアの PISA 学力の向上は

2015 年からみられ，2018 年には欧州一位，世界トップク

ラスまで向上した背景には，このコンピテンシー型でデ

ジタルコンピテンスを付加したナショナルカリキュラム

とそれに準拠したデジタル教科書・教材の開発及び 2016

年からの学校での活用があったといえるのではない

か。その効果は持続し，2022 年の PISA の結果も世界トッ

プクラスの成績となっている。 

 

５．「教育戦略 2021－2035」と新ナショナルカリキュラ

ム（2023 年 11 月改訂） 

 2021 年 11 月に政府によって採択された「エストニア

教育戦略 2021－2035」がエストニアのカリキュラムの改

革に大きな影響を与えている。特に，学習者中心とデジ

タル教育学による多様化と個性化戦略が大きな影響を及

ぼしている。 

 今エストニアでは 2023 年 11 月に改訂され，2024 年

度（9 月）から施行される新ナショナルカリキュラム

は，さらに「教育戦略 2021－2035」を踏まえたコンピ

テンスと学習成果（アウトカム）を強調するものとなっ

ている。上記の教育戦略目標を達成するために，内容等

はすべて教師の選択に任されるというナショナルカリ

キュラムとなっている。個性化・個別最適化をめざすデ

ジタル教科書・教材の新カリキュラムに準拠した開発

が進められている。 

 

６．エストニアのデジタルコンピテンス 

 2011年及び2023年改訂ナショナルカリキュラムは，い

ずれも 8 つの汎用的コンピテンシーの育成を求めてお

り，今般のカリキュラム改訂でもコンピテンシーに依拠
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するカリキュラムとなっている。ナショナルカリキュラ

ムが求めてきたデジタルコンピテンスを定義づけてい

る。それは「急激に変化する社会に対処するために進化

するデジタル技術を駆使し，・・・デジタルツールを用い

て情報を探し蓄積し，その関連性と信頼性を評価し，デ

ジタルコンテンツの創作に参画し，・・・問題解決に適切

なデジタルツールを活用し，異なるデジタル環境でコ

ミュニケートし協働する，デジタル環境のリスクを認識

すると同時に自分のプライバシー・個人データ・デジタ

ル ID を守ることができる，そしてデジタル環境におい

ても日常生活におけると同様の道徳的価値的原則に則る」

能力であるとしている。 

 さらに基礎学校低学年から「プログラミング」や「ロ

ボット」を教え，中学年では「コミュニケーションの手

段としてのコンピュータとインターネット」を教え，高

学年（7～9 年生）では「リスクの低減を図りながら技法

を目的的に活用する能力の育成」が求められている（ナ

ショナルカリキュラム 2024）。 

なお，欧州委員会（EC）は 2013 年に欧州市民に求め

られる「デジタルコンピテンス枠組み」（DigComp）を初

めて定め，欧州各国で採用されるようになる（これは

2016 年に DigComp2.0 ，2017 年に DigComp2.1，2022 年

に DigComp2.2 と改訂されている）。ナショナルカリキュ

ラムにおける生徒に求められるデジタルコンピテンスの

基本的な枠組みは，この DigComp 枠組み（①情報・デー

タリテラシー，②コミュニケーション及び協働，③デジ

タルコンテンツ創造・創作，④安全（リスク）及び⑤問

題解決の 5 つの次元）に対応したものとなっている。 

 エストニアではさらにデジタルコンピテンスの育成

は，評価基準，自己評価質問紙，デジタルコンピテンス

テスト，フィードバック報告及びデジタル学習ストーリ

ー（履歴）など多様なツールで補完されるものとしてい

る。学校ではデジタルコンピテンス育成をどのように「学

校カリキュラム」に編成していくべきかの試みが展開さ

れてきている。エストニアでは教師の自由に任さるの

で，教師自身の高いデジタルコンピテンスがまずもって

問われるという観点から，欧州の枠組み（DigComp）を

教員研修の枠組みとして積極的に活用してきている。 

 こうした教員と生徒のデジタルコンピテンスの積極的

な育成が，教科書・教材のデジタル化を支え，それがま

た生徒のデジタルコンピテンスの育成を促進するという

好循環があるともいえる。エストニアにはこのモデルを

早い時期に積極的に取り入れ，教育の成功を実現したの

である。 

 

７．デジタル教科書・教材の今後の挑戦 

Rammo 氏によれば，生成 AI の利用を Opiq のシステ

ムの中でどのように位置づけ，何を開発することがより

深い学びを促進することができるか，研究開発中である

という。Opiq の中で，AI 教師が ChatGPT と対話する教

科書，あるいは OpenAI に教科書の内容をチェックさせ

る，より適切な質問を準備させるなどの活用方法につい

ての研究開発が想定でき，実験を行っているとい

う。OpenAI を使用したところ実験データでは，15％程度

が間違った解答となっていることがわかったともい

う。一方でハイブリット型の教科書・教材の開発提供が

あり，他方でシステムのなかに OpenAI をどのように組

み込めるか，といった明日の教科書を見据えた挑戦が行

われているという印象をもった。 

 

８．タルトゥ大学のデジタル活用に関する調査研究成果

の公表 

 2020 年から 2023 年に実施された研究（Digiefekt Study）

の成果と提言が公表された。デジタル技術が授業でど

のように活用されているかについて，171 の授業を分析

したもので，効果はその使い方にあると結論づけてい

る。また Opiq というデジタル教科書等のプラットフォ

ームを通して生徒がデジタルコンテンツといかに相互

交流をしているかを調査し，ほとんどの生徒が，教材や

マルチメディアを活用するよりは，「テスト」に焦点を

当てた使い方をしていると指摘している。 

 Opiq という海外にも輸出されるほどのデジタル教科

書等のプラットフォームを宝の持ち腐れにしないため

にもその活用についての戦略性について，政策リーダ

ー，教師及びデジタル教材開発者への提言を行ってい

る。 

 政策リーダーへの提言：①教員養成・研修を，デジタ

ル授業戦略と教育工学の効果的利用に焦点を当てた内

容，②研究に関する既存のデータ活用，③評価ツールを

活用したり，開発したりすること，をあげている。 

教科書出版社・開発者への提言：①相互作用的で公正

的なデジタル教材の創造，②デジタル教材が実体的な

学習改善に貢献するという教育目標の明確化，③デジ

タル教材の戦略的・効果的な活用を促す利用者指針を

あげている。 

 最後に教師への提言：①生徒が他の生徒や教材との相

互的で，協働的・構成的な学びができるデジタル学習課

題の開発，②デジタル教材活用の目的の明確化，③従来

の教科書教材を単にデジタルなものに置換するのではな

く，協働的学びの内容開発や AI 活用などによる学びの

向上方策の解明，④デジタルツールの戦略的活用につい

ての生徒との積極的な意見交換，⑤生徒のデジタルツー

ル等の活用のモニター，⑥社会情動的なスキル育成のデ

ジ タ ル 統 制 を 通 じ て の 支 援 ， な ど を あ げ て い

る。（Education Estonia より） 
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数学教育の視点から⾒たエストニアの教科書・教材 
⾹川⼤学教育学部教授 松島 充 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．はじめに 

 本エストニア調査では，2 校で 3 つの数学授業を参観し

た。Tallinn English College で 1 つ，Kalamaja Põhikool で 2

つの授業を参観した。前者は国際バカロレア（IB）校であ

り，IB に準拠した教科書を使って数学学習が進められて

いた。後者はエストニアの基礎学校であり，日本の小学校

1 年から中学校 3 年までが該当する学校である。本報告で

は，エストニアの教育の特徴をより表している後者の学校

の 2 つの授業について報告する。この 2 つの授業は，ベテ

ラン教員による中学 2 年の授業と，その教員が指導教員と

なっている教育実習生の小学 6 年の授業の 2 つである。な

お，本報告では授業の具体を示してから，エストニアのデ

ジタル教科書の特徴を報告し，最後に数学教育の視点から

見たエストニアのデジタル教科書について考察する。 

 

２．参観した授業 

（１）中学 2 年「角度」の授業 

 本授業は，月に 1 回の頻度で定期的に行われる数学の

競技会の授業だった。この授業では，エストニアの教師

によってつくられたサイト Nutisport に子ども全員が個

人の端末からアクセスし，教師が指定した内容について

の練習問題を解く授業である。 

 

 

授業のはじめに教師は，一直線は 180 度であること，対

頂角は等しいことを説明した。その後は Nutisport 内の練

習問題をひたすら解くという授業だった。Nutisport 内で

は，角に関する問題が次々に出され，子どもは答えを入

力していた。正解すれば解答までに要した時間に応じた

得点が獲得でき，間違えると減点される。子どもたちは

高得点を目指してゲーム感覚で練習問題を行ってい

た。問題の解き方が分からなくなった時には，図右側の

黄色の枠で示されたヒントページを参考にしながら次々

と問題を解いていた。1 時間の間，子どもたちは集中し

て問題を解き続けていた姿が印象的だった。 

授業後半には，教師が本時の問題の高得点者の一覧を

教室前方の電子黒板に表示し，それらの生徒を称賛し

た。授業後に，一人の子どもに「得点が前に提示されても

嫌じゃないの？」と聞くと，「自分の苦手なところが分か

るからまったく嫌ではない。」とごく自然に答えていた。エ

ストニアの自律的で個人主義的な文化がうかがえた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（２）小学 6 年「三角形の成立条件」の授業 

 本授業は，教育実習生が行う三角形の成立条件に関す

る授業だった。授業の導入では，電子黒板に提示した 3

つの角（鋭角，直角，鈍角）を身体表現するところから

始まった。この 3 つの角を電子黒板上で 3 つの三角形に

かき変え，その 3 つの三角形の概形をノートにかいた。そ

の後 2 人 1 組で，その 3 つの三角形を毛糸でつくる操作

活動を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

この操作活動の後，教師から「三角形ができるために

は，どのような条件が必要ですか？」という発問がなされ

たが，学級全体の子どもたちは困っていた。しかし，数人

の子どもの発言をもとに，三角形の成立条件について教師

Nutisport のホーム画面（https://nutisport.eu/） 

問題を解く様子（左）と提示された高得点者一覧（右） 

角の身体化（左）と毛糸での操作活動（右） 

問題ページ（左）とヒントページ（右） 
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が中心となってまとめた。最後に，デジタル教科書ポータ

ルサイト Opiq 内の Avita 社のデジタル教科書の動画を教

室前方のスマートボードに提示して視聴し，授業を終えた。 

デジタル教科書で授業のすべてを行おうとするので

はなく，効果的な部分でデジタル教科書のコンテンツを

活用している様子がうかがえた。 

３．デジタル教科書ポータルサイト Opiq の特徴 

 デジタル教科書ポータルサイト Opiq には，主に 3 つ

の機能があると Opiq を開発した Star Cloud 社は主張す

る。学習環境設定とデジタル図書館，内容編集システ

ム，データ分析ツールの 3 種である。このうち今回の調

査ではデータ分析ツールについては明らかにできなかっ

たため，他の 2 種の特徴を報告する。 

 

（１）学習環境設定とデジタル図書館の機能 

 Opiq には，小学校 1 年から高校 3 年までの全出版社，全

教科の 450 種以上のデジタル教科書が格納されており，ID

とパスワードをもっていればだれでも自由に利用するこ

とができる。本節では，小学校 6 年「三角形の成立条件」

の授業で用いたデジタル教科書の該当単元を例に挙げる。 

 該当教科書単元は Avita 社の「数学 6」の「8 幾何学的構

成，三角形をかく」における「8.1 三角形とその部分(1)」

である。その top ページには，ナショナルカリキュラムに

もとづいた既習の関連する学習内容，今後に関連する学習

内容，関連する他教科の学習内容，教師用ガイドのリンク

一覧が示されており，だれでも利用できる※1。この関連内

容は最大 30 項目まで表示できるため，小学校 1 年生が高

校 3 年生の関連内容を閲覧することも可能である。 

三角形の構成要素の名称から成立条件までの小単元

の学習で，テキスト以外のコンテンツとして，音声付き

の動画コンテンツが 4 本，図が 3 点，自動採点機能つき

練習問題が 3 問，作図や三角形をつくる練習問題が 4

問，発展的な問題が 1 問配置されている。作図や三角形

をつくる問題は，デジタルとアナログのハイブリッドな

学習を意図している。テキストについても特徴がみられ

る。本小単元の最初の一文を引用する。「三角形は最も重

要な幾何学的図形の 1 つであるため，三角形の性質，特

に辺と角の関係を知っておく必要がある。この知識はデ

ザイナー，エンジニア，測量士の仕事で使われるが，日

常生活でもしばしば必要になる。エンジニアは技術的なツ

ールやコンピュータプログラムに助けられ，私たちは三角

形に親しむための簡単な描画ツールを持っている」。この

ように三角形を学習する実用的な意義を単元のはじめに

明確に述べていることは日本との大きな違いであろう。 

（２）内容編集システムの機能 

Opiq のデジタル教科書は，教師が自由にコンテンツを

付加する機能が実装されている。例えば，Avita 社のデジ

タル教科書内に他社の教科書のコンテンツを追加した

り，インターネット上の文章を追加したりすることも容

易にできるようになっている。この内容編集の機能に対

して，デジタル教科書内にもし誤った内容が存在してい

た場合は，それを報告する機能も実装されている。Opiq

のデジタル教科書は，1 日のうちに何度も情報を更新し

ているとされている。 

 

４．数学教育の視点から見たエストニアのデジタル教科書 

 前節では，開発者の視点からエストニアのデジタル教

科書ポータルサイト Opiq の特徴を述べた。本節では，数

学教育の視点から考察する。考察の視点は，デジタル化

の様相，デジタル教科書の構成，現代的な課題への対応

の 3 点である。 

 

（１）デジタル化の様相 

エストニアのデジタル教科書のデジタル化の対象は何

だろうか。日本の算数・数学の学習者用デジタル教科書で

は，紙の教科書の PDF 版が基盤となり，キャラクターの

デジタル教科書の動画を全員で確認する 

小単元の Top ページと関連する学習のリンク集 

コンテンツ付加機能（左）とエラー報告機能（右） 
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吹き出しが隠されていたり，練習問題や動画が挿入されて

いたりすることが多い。しかし，エストニアのデジタル教

科書は，ナレーション付きの動画の数，図の数，自動採点

可能な練習問題の数が日本のデジタル教科書よりも明ら

かに多い。エストニアのデジタル教科書は，紙の教科書の

PDF 版を乗り越え，デジタルの特性を活かしたつくりと

なっている。このデジタル化の対象について日本のデジタ

ル教科書と対比しながら，リンクの様相，アプリケーショ

ンの利用，評価問題，ノート機能の 4 点について考察する。 

まずデジタル教科書に埋め込まれたリンクについて考

察する。日本の学習者用デジタル教科書は，数ページに一

度の割合で二次元コードをもとに，学習上参考になる動画

等のコンテンツへのリンクが埋め込まれている。一方，エ

ストニアでは，前述したように，学習対象となる単元に関

連する既習の単元の教科書内容，今後学習する単元の教科

書内容，関連する他教科の教科書内容のリンクが，小 1 か

ら高 3 までの全教科書会社にわたって埋め込まれてい

る。学習者の知識の振り返りを重視したり，学習者の知的

好奇心を喚起したりしようとしている意図がよくわかる。 

次に，デジタル教科書内でのアプリケーションの利用に

ついて考察する。日本のデジタル教科書には，中学校数学

の教科書の中に，動的幾何アプリが実装されていたり，二

次元コードを用いて統計アプリが実装されたりしている

ものがある。エストニアの Koolibri 社の数学のデジタル教

科書では，フリーソフトの動的数学ソフトウェア

GeoGebra を用いた数学学習が段階的に位置づけられてい

る。その掲載数は 6 年生から 11 年生までの教科書の 118

箇所に渡り，関連問題数は 137 題に上る。例えば 6 年 10

章は GeoGebra の基本的な使い方が紹介されている。10 章

13 節では GeoGebra で長方形をかき，その長方形上に高さ

が等しい三角形を複数かいて面積を測定し比べる活動を

行っている。 

また 8 年の練習問題には，三角形の重心の性質を

GeoGebra を用いて探究する問題がある。GeoGebra を用い

て三角形の重心を作図し，その性質を確認する問題であ

る。数学のデジタルツールを用いて数学的な探究を行う機

会を日本よりも段階的に数多く設定していることが分かる。 

 次に，評価問題について考察する。日本のデジタル教

科書の問題は，紙の教科書の PDF 版が基礎となっている

ため，問題の自動採点機能が付加されているものとそう

でないものがある。一方，エストニアのほとんどの問題

には自動採点機能が付加されている※2。また問題への取

り組みの結果が分かるように，どの問題に何回取り組ん

だのか，何回間違えたか，何回正解したかが分かるよう

な簡単な統計データも付加されている。しかし AI によ

る自動採点やその結果に応じた個別の問題の出題等は実

装されていない。Opiq を開発した Star Cloud 社でのイン

タビューでは，AI をデジタル教科書に実装することが現

在進行中の課題であると語っていた。おそらく近い将

来，エストニアのデジタル教科書には，単元や学年，学

校，教科を越えた個別最適な出題を可能とする評価問題

が実装されることが予想される。 

最後に，学習の記録としてのノート機能について考察

する。日本もエストニアもデジタル教科書上に，メモを

取ったりハイライトで文字を強調したりすることが容易

にでき，その保存も自動的になされる。Kalamaja Põhikool

のベテラン数学教師にノートについてインタビューする

と「子どもたちにノートづくりの指導をすることを重視

している」と話していた。それは，子どもたちの学力の

定着にノートづくりが重要だと考えているからであ

り，子どもたちに提示するための教師が模範として作成

したノートを見せてくれた。ノートづくりは，このよう

なアナログなものがよいのか，それともデジタル教科書

に実装させる方がよいのかは，ノートづくりの目的と共

に，今後議論が必要であろう。 

6 年：10.1 節の GeoGebra の使い方の導入部分 

8 年：4.9 節 GeoGebra で重心を作図してその性質を確認 

6 年：10.13 節の長方形上の高さの等しい三角形の面積比較 
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ベテラン教師が示した示範としてのノート 
 

 

 

（２）デジタル教科書と授業の構成 

 エストニアのデジタル教科書は，授業づくりをどのよ

うに意識しているのだろうか。多様な学びへの対応，授

業展開への影響度，教師用ガイドの 3 点から考察する。 

まず多様な学びへの対応について，日本のデジタル教

科書は，1 つの問題の解き方を図で考えたり操作活動で

考えたり，式で考えたりすること，すなわち思考の多様

性に重きをおいている。そして，そのような子どもたち

の多様な考え方を 1 つのストーリーとしてまとめていく

（練り上げていく）つくりになっている。加えて日本で

は，教師用ガイドとしての教師用指導書により，そのよ

うな授業の実現を担保している。 

一方，エストニアのデジタル教科書では，上述のよう

なリンク機能により，他の教科書会社や異学年，他教科

のコンテンツを利用しやすく，言わば，学習者の自学自

習を志向したつくりとなっている。授業者によっては子

どもたちの多様性に応じた授業を多彩に展開できる可能

性もある。日本のデジタル教科書が同一内容を扱うこと

を前提として，よりよい授業を志向しているつくりにな

っていることと対照的である。ただし，デジタル教科書の

教師用ガイドには「導入の仕方」「話の聞き方と本の読み

方」などの一般的なガイドしか示されておらず，授業者の

単一の考え方での授業展開となりやすい可能性もある。 

 

（３）現代的な課題への対応 

 エストニアのデジタル教科書には，実社会との関連を

意識した問題として，Avita 社 9 年 3 章二次関数の学習

に，砂袋を投げるときの軌道に関する問題を GeoGebra の

スライダーを用いて解く問題がある。また同じく 9 年 9

章「振り返りと練習」の中の「日常情報の分析」では， 2

つの家電製品のうちどちらを買うべきかの意思決定を製

品の価格，消費電力，輸送費等のデータを基に推論する

問題や，自動車と自転車の食品宅配業者の配達速度をも

とにどちらを選択するかを決定する問題等がある。また

この小単元内の「関連する同じような問題 more like this」

をクリックすると，既習の関連する内容や未習の関連す

る内容，そして他教科の関連する内容が表示される。こ

のような問題は数学的リテラシー※3 に関わるものであ

る。このような実社会と関連したりデータを基に意思決

定したりする問題を日本のデジタル教科書でもさらに増

やしていく必要があるだろう。 

 

 

 

 

５．おわりに 

 エストニアのデジタル教科書と数学授業を参観し

て，デジタル教科書とは何か，という問いを強く感じ

た。学習者の自学自習を志向するのか，よりよい授業の

実現を志向するのか，それとも両者を志向するのかによ

って，デジタル教科書のデザイン自体が大きく異なって

くるだろう。日本におけるデジタル教科書の在り方の議

論は今後の重要な課題の 1 つとなろう。 

 

※1 本調査では確認できなかったが，おそらく教師用ガ

イドは教師用アカウントでログインしたユーザーの

みが見ることができると思われる。 

※2 ほとんどの練習問題には自動採点と簡潔な統計デ

ータ表示機能が付属しているが，一部の練習問題は作

図したりものづくりをしたりして，デジタルとアナロ

グの往還を意図しているものもある。 

※3 OECD／PISA 調査では，数学的リテラシーを次のよ

うに規定している。「数学的に推論し，現実世界の様々

な文脈の中で問題を解決するために数学を定式化し，活

用し，解釈する個人の能力のことである。それは，事象

を記述，説明，予測するために数学的な概念，手順，事

実，ツールを使うことを含む。この能力は，現実社会に

おいて数学が果たす役割に精通し，建設的で積極的かつ

思慮深い 21 世紀の市民に求められる，十分な根拠に基

づく判断や意思決定をする助けとなるものである。」 

9 年：9.2 節の台所での意思決定問題 

9 年：台所での意思決定問題に関連する問題一覧の一部 
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IARTEM2024（パリ⼤会）報告 
   個別最適な学びと教科書の在り⽅に関する国際⽐較調査 委員⻑ ⼆宮 皓 

パリ・シテ大学の旧パリ第 5 大学の校舎の 4 階の「講堂」

（終了後の写真） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

はじめに 

2024 年度「国際教科書・教育メディア研究学会」

（ IARTEM, International Association for Research on 

Textbooks and Educational Media, 創設大会はスウェーデ

ンで 1991 年に開催）第 17 大会（隔年開催）が，フラン

スのパリ・シテ大学(2022 年に現在の名称。2019 年にパ

リ第 5 大学とパリ第 7 大学が統合されてできた大学)で

5 月 29 日から 31 日まで開催され，主催者発表では 120

人を超える専門家が世界から参加した。メイン会場はパ

リ第 5 大学(デカルト)の古い伝統を映し出す校舎であっ

た。講堂は急な階段づくりで(転び落ちそうになったほど

であり，高齢化社会にはまったく対応していない)，教卓

が非常に小さく，遠くに見える階段状の大講義室であっ

た。基調講演，ラウンドテーブル，分科会，ポスターセッ

ションでの発表が展開された。今次大会のテーマは「気

候・社会変動に直面して(Facing climate and societal 

change)」ということで，SDGs 教育のうねりの中で，グ

ローバル・チャレンジにおいても最も関心の高いテーマ

に絡めて教科書課題を議論しようとするものであった。 

 本年度の大会委員長は，パリ・シテ大学の教授

で，IARTEM の会長である，Eric Bruillard（E.ブリュイヤ

ール）氏である。同氏はユネスコの活動にコミットし，21

世紀の教育プロジェクトやユネスコ・M. ガンジー研究

所との共同事業による『教育学再考（ Rethinking 

Pedagogy）』 についても大きな役割を果たしてきている。 

すべての発表会場に参加することはできないため，教

科書研究センターの研究事業に関係すると思える発表を

中心に報告することとする。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 基調講演を聴く参加者 

同教授に提供していただいたシェーマを再掲 
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１．欧州における教科書研究の枠組み・方法論再考 

会長のブリュイヤール教授は，長年の教科書研究に従

事した経験を踏まえ，現代における教科書研究のフレー

ムワークを示した。これまでの大会にはなかったことで

あり，同教授の教科書研究に対する熱意と責任感の表れ

であるともいえる。教科書研究をトライアングルとして

図式化し，それぞれの頂点を研究の軸としている。「オブ

ジェクト（物)」「制作」及び「使用」の頂点がそれである。 

「オブジェクト（物）」として教科書研究の内容に

は，フォーム（体様）やコンテンツ（内容）があり，教

科書制作のそれには，デザイン(著者)，選定の検証，配

給コストがあり，教科書の使用のそれには，誰が，何時，何

処で，頻度，目的，効果などがある。研究の方法的視座

としては，歴史的，工学的(技術的)及び学問・教科の視

座がある。そして教科書研究のキーイシュー（争点）と

して，教育実践や社会規範を反映・促進するのか，伝達

あるいは方向性を示す(指向性)役割なのか，そして参照

的，道具的，イデオロギー・文化的，資料的機能かどう

かがある。最後の研究課題が，「自由」か「統制」かにあ

る。教科書のデザイン，選定及び使用についての「自由

－統制」の課題の研究であり，検定・認定制度や採択制

度などの教科書制度研究でもある。 

彼の所属するパリ・シテ大学の「EDL（教育・ディス

コース・学習）」研究ユニット(学部)の具体的な教科書研

究の構造としては，「オブジェクト（物）」としての教科

書研究の一つとして「デザイン研究」があり，それは機

能強化（方法と内容）についてであり，次に「潜在的カ

リキュラム研究」があり，構成的ディスコース分析が行

われ，最後に「インフォーマル学習」研究があり，フラ

ンス語学習研究が行われているという。教科書研究セン

ターの教科書研究の構造を想定してみると，少なくとも

教科書の歴史的研究，デジタル化などの工学的研究，教

科書の質や態様の研究，教科ごとの研究，教科書の使用

の研究，教科書制度(海外と日本)の研究などを行ってい

る。コストや検証などの制作の側面の研究は少ない，と

いえる。いずれにしても教科書研究の構造的方法的理解

を促すスキーマであったといえる。 

２．基調講演の要旨 

（１）歴史教科書における論理的推論による説得性の批

判的考察（P. Von Muenchow） 

 ディスコース分析の手法で,フランスとドイツの歴史

教科書で「国家社会主義と第二次世界大戦」がどのよう

に扱われているかという研究に基づく講演で，とくに研

究では「何が語られるべきか」「何が語られるか」「何が

語られないのか」「どのように語られるのか」「どのよう

に語られないのか」の言説の分析が行われているとい

う。興味深い点としては，フランスの中学校レベルの歴

史教科書 4 冊とドイツの教科書 5 冊を調査し，「生徒が

語るべきこと」「生徒が禁じられていること」「生徒が言

う，言わない，を選択できること」「生徒が主張までしな

くても言えること」そして「明白であるがゆえに言う必

要のないこと」の内容(言説)分析を行った。こうした言

説の表象が生徒に，たとえばナチスの時代，欧州のユダ

ヤ人，ドイツのユダヤ人についての発言に与える影響を

分析し，ナチスの国家社会主義と第二次世界大戦につい

て「多くの言及の制限がある」こと，さらに「生徒は何

も知らない(混乱)」のリスクを抱えることになる，と指

摘していた。なお言説分析の具体的な方法論は主題に関

する言説が obvious(明白である), dominant(支配的), 

acceptable( 受 入 可 能 ), sensitive( セ ン シ テ ィ ブ な ), 

inappropriate(不適切)及び unacceptable(受け入れられな

い)の 6 種類に分析・区分されるという紹介もあった。 

 

（２）フランスの論証・討議型テキストにおける価値の

取り扱いについて（M. Doung） 

 フランスの中学校教育の公的規則の焦点は，すべての

教科にわたり，とりわけ文学（literary）教育における「価

値の問題」にあると指摘し，上記の論証・討議型テキス

トの分析結果の紹介を行っている。それによると，課題

として，「原型的(プロトタイプ)論証・討議テキストの少

なさ，不正などを指摘するテキストが多すぎる」「論証・

討議を定義するテキストがない」「説得・確信への指向に

依拠するものとなっている」「fragile ontology(脆弱な存在

論)である」「論証・討議と価値の間に明確なコネクショ

ンがない」「positioning(立ち位置)と justification(正当化)

の二つの立場(目的)で定義されている」を発見したとい

う。6 冊の教科書を調べた結果，論証・討議型テキスト

は，10～15％程度を占めているという。さらに study テ

キスト（学習本文？）は 116 文章のうちの 8％であると

いう。論証・討議はフランスの教育では「重要なスキル」

として理解されており，他方で「価値観」の形成も重要

であり，フランス教育における 2 重の課題から国語教科

書の文章（反省的文章であるか，創作的文章であるかな

ど）を教科書編集のプロセスにおいて決定することの重

要性を指摘している。 Eric Bruillard 会長(右)と Ommund Vareberg 事務局長(中央) 

と Andy Smart 副会長(左) 
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３．ラウンドテーブル２「教育リソース(教材)と気候変

動」の要旨 

 大会の主題を扱うラウンドテーブルであり，登壇者も

非会員の専門家を招聘し，気候変動について理解を促

し，SDGs などとの関連でのカリキュラム・教科書におけ

る対応の在り方を考えさすセッションであった。登壇者

とその提言は次のとおりである。パリ・シテ大学の

Y.Boufkhad（提言：教育施設におけるエネルギー・モニタ

リングのためのセンサーネットワーク），ベルリン・フン

ボルト大学の M.Robinson（提言：農業生態学プロジェク

トベースの教育と学習），ルーバン・カトリック大学の

M.Vanclooster（提言：水，農業，食料の安全保障），パリ・

シテ大学の望月要子（提言：気候危機への教育的対応を

問う：人新世（Anthropocene(アントロポセン）)における

気候変動教育の再考）（元ユネスコ研究員）及びメキシコ

の P. Connecte（提言：教育支援プロジェクトとしてのパ

ジョル・ビルのエネルギー性能・快適性のための非侵入

型インテリジェント・センサー・ネットワーク）。 

 会場の反応のひとつは，ブラジルの会員からの質問に

あったように，気候変動のような地球的規模の課題解決

は，教科書で対応できることではなく，政策の問題であ

り，教育の世界ではまずカリキュラムにおいて対応すべ

きことではないのか，という意見に集約されている。残

念なことに会場の参加者は非常に少なく，やはりこうし

た課題は教科書研究者や教師には直接響かないものであ

るという印象が残った。 

 その中で元ユネスコ職員であった望月氏の提言は，「気

候変動教育」という直截的なプロジェクト型教育の提言

であり，従来のプログラムの限界を指摘し，新たな方向

性を提案するものであった。特に「人新世（ヒト・シン

セイ）」（注：人類が気候を含む地球のシステムを形成す

る支配的な力となった地質学的エポック(2000 年から提

唱されている)）のナラティブと若者の特性（無邪気さ，脆

弱性など）の言説との関係を説明しようとするものであ

った。ユネスコの Rethinking Education: Towards global 

common goods(UNESCO, 2015)をベースに再考すべき教

育の視座(新たな視座)についてスライドを用いて説明し

ていたが，その中で一点だけ興味をもったことがあった

ので紹介したい。それは，植民地主義，個人主義，発達

主義と並んで生徒中心・学習者中心の批判である。より

「相互主義的アプローチ」への転換の主張のなかで，相

互依存的ナラティブの世界では学習者中心では子どもの

学びを支えないという批判的論説を紹介したことであ

る。加えて同氏は質問への回答のなかで，OECD の提唱

する Well-being の測定の重要性や SEL(社会情動的学習)

の重要性を指摘していた。これらが教育に影響を及ぼし

ていることはすでに間違いないが，教科書にどのように

反映すべきかなどは今後の課題であろう。いずれにして

も関連文献もあるようなので，どのような批判なのかを

今からでも勉強してみたい。 

４．分科会 C（デジタル教科書関連）の部会での興味を

引いた発表の紹介 

（１）「台湾の高校におけるコンピテンシー育成授業にお

ける教科書の使用に関する調査」 

 台湾の国家教育研究院（NAER）教科書研究センター研

究員の Li, Han-yu 氏が報告したものである。周知のとお

り台湾では，2018 年に『教育課程指針－基礎教育』を改

訂し，コンピテンシー型のカリキュラムを定めたが，台

湾の高校の伝統では「知識中心」「教師中心」であり，生

涯学習者を育成するための 3 つのキーコンピテンシー

（自発性，コミュニケーションと相互交流及び社会参画

のコンピテンシー），それぞれに 3 つのサブコンピテン

シーを構造化している。そこで新たな課題を促進するた

めの「教科書の使用」の実態を調査し，教科書使用の指

導をさらに改善したいという狙いであったという。 

 国語・英語・数学・社会・理科の教科書の使用に関す

る調査を行った。具体には調査票を用いて，コンピテン

シーに依拠する授業を展開する中で教科書をどのように

活用し，能動的で探求的な指導に繋げているかを調査し

ている。516 校の高校から無作為に 104 校を抽出し，923

人の教師からの回答を得ている（上記 5 教科以外の教員

の回答は除外し，有効回答を 675 件としている）。調査結

果の中から，「コンピテンシーベースとの授業における教

科書使用の 28 の原則」を打ち立てている。3 大原則と各

下位原則 Active(10の下位原則), Inquiry（9の下位原則）, 

Practice（9 の下位原則））の 28 原則として構造化された

仮説である。その中で Active の原則の下位原則のリス

トのスライドの写真を示すと次のとおりである。この原

則と教科書使用の頻度調査では，教科書使用は，Active＞

Inquiry＞Practice の順となっているという。 

 結論的には，教師は探求活動よりは生徒の自発的学び

重視している，教科書使用においては従来的な教科中心

で知識重視の指導を好む傾向があり，意欲を喚起する探

望月氏のスライド“Rethinking education” 
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求活動指導が不十分であり，授業中の使用よりは授業後

あるいは授業前に使用する傾向があり（授業中に教科書

を使用するという原則から外れている）という。結論的

には，コンピテンシー育成の指導と探求学習指導とは高

い相関がみられるが，探求活動の指導力と教科書の効果

的な活用に大きな課題であると報告している。とりわけ

教師のコメントでは「こうした探究活動における教科書

の使用についての研修を受けていない」という意見があ

ったことを紹介していた。 

（２）「L1（スウェーデン語）におけるデジタル学習材，AI

及び批判的思考力」 

 次に報告したいのは，「言語教育におけるデジタル学習

材と AI と批判的思考力」というスウェーデンの Lulea 工

科大学の C.Craeske 教授の発表である。スウェーデンで

は，デジタル教材と AI に関する議論が高まる中で議論

が 2 極化しているという。一つの極には，「大きなリスク

がある」とする立場で，他の極には「大いなるチャンス

がある」とする立場であるという。その中で本研究は，ス

ウェーデン語教師が，「AI と ChatGPT」をどのように活

用しているか，そのことが教科書の使い方にどのような

影響を与えているか，を探るもので，2023 年に実施され

たインタビュー調査結果では，デジタル教科書や AI 活

用の効果として「教師の主体性」を高めていること，さ

らに教師はそれらが，生徒の批判的思考力や教科書によ

って補う指導が必要であること，人間と機械との関係，倫

理的な側面などを考慮することの重要性を認識している

ことが明らかにされた。 

 

（３）「スウェーデンの政策の変更とインクルーシブ教育

の変更の動向：すべての者に学習材を提供する」 

スウェーデンのオレブロ大学の J. Alander 氏は，「読解

力の低下」に伴う教科書・教材批判が高まっており，と

りわけ TLM（質の高い教育・学習教材）へのアクセスが

問題であると指摘し，インクルーシブ教育の観点からと

りわけ読み書き能力の低い児童への学習支援として，教

科書，デジタル教材及び教育内容へのアクセスの必要性

(教授学習材)が低く，不足していることを指摘している。 

スウェーデンでは国レベルで，2019 年から 2024 年の

間の教授学習材の開発に関する政策が展開されたが，そ

の展開には 2 面性のある目的があると指摘。学校図書室

強化策の提案と質の高い適切な学習材の成功を確保する

ための方策の提案。そこで調査研究は，教材の選択がど

のように行われ，どのように選択すべきか，国の役割は

どうか，などに焦点をあてるものであるという。そして

政府は 2023 年に教材へのアクセスを強化する法案を準

備し，2024 年 7 月 1 日から施行される。政策変更点は，ア

クセスビリティ―が主として経済的動機であり，マテリ

アルな資料に焦点を当てたものであること，質保証が第

一義的には手続きと一緒に位置づけられていること，及

び教授学習材の定義として，「教材」「教科書」及び「学

習ツール」の 3 種類となったことが指摘される。新たな

定義のなかで，教科書の定義が興味深い。つまり新たな

改革・変更では，「デジタルコンポーネントの有無にかか

わらず」，「教科書」とは「印刷された教授補助（aid）」で

あると定義づけられたことである。スウェーデンでは，教

科書とは「紙の教科書」であると定められたのである。デ

ジタル教科書は少し遠のくし，時代の進展から遅れるこ

とになるのではないだろうか。デジタルワークス・備品

は，教科書・教材などと並んで「学習ツール」として定

義づけられた。 

 

（４）「イタリアにおける教科書とインクルーシブ授業：

アクションリサーチ」 

 イタリアの聖心カトリック大学(ミラノ)の教授 D.Meo

氏は，イオンクルーシブな教育・学習の観点から教科書

の在り方を分析していた。たとえば，自閉症スペクトラ

ム障がいの生徒のニーズに適切に応える図書教材の在り

方（読む能力は高いが，言語の抽象化に適切な図像装置

の助けがないと文章が理解できない生徒）あるいは外国

にルーツを持つ生徒の文章理解を支援する図書教材の在

り方など，A-R メソッドを用いた，「ブレンド型教科書

（デジタルへの発展がある紙の教科書）」ともうひとつの

「電子本」の使用が容易なツールがデザインされたとい

う。結果は，ブレンド型の教科書の 55％が，電子本の 90％

が教師がアクセスできず，使い勝手が悪いと回答してい

る。具体的には，読みやすいフォントがないこと，ビデ

オの理解度とアクセスが低いこと，音声読み上げツール

が欠けていること，デジタル演習問題が使いにくいこ

と，協働的な学びが少ないことなどを指摘していた。 

 

（５）その他の分科会の発表題目紹介 

 分科会は，同日同時刻のパラレル開催となっており，発

表件数も 75 本と多く，発表を選択するのも大変であっ

た。分科会は，「教科書・教材の使用（多様な側面から，デ

台湾のコンピテンシー育成の授業の原則（Active 原則の 
10 の下位原則を示したスライド） 
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ジタル教科書教材，事例研究）と「ディスコース分析」

「教科書研究と学際性」「教科書出版社・デザイン過程」

「教科書とマルチモダリティー」「数学」「高等教育」「教

師」から編成されていた。私は，「教科書・教材の使用」

部会に出席した。そうした状況の中で，発表題目からみ

て我が国の教科書研究に意義あるものをいくつか列挙

し，若干のコメントを追記する（順不動）。 

・イタリアの中学校の歴史教科書における環境問題と気

候変動 

・ドイツの気候変動についてのデジタル教科書における

マルチモーダル読解力コンピテンスの要件 

・アルバニアにおけ chatGPT の組み合わせによる気候変

動の授業の効果の改善 

・フランスにおける YouTube を事例とするオンライン教

材（リソース）における批判的思考力の概念化の在り方 

・ノルウェーにおける基礎教育段階のカリキュラムと教

科書における「多様性」の在り様 

・イタリアの19世紀と 20世紀の教科書における「女性」

のステレオタイプ 

・オランダとインドネシアの歴史教科書の比較考察－植

民地教科書の物語を多面的にみる 

・インクルーシブ教育の観点からの過去 10 年間の教科

書の進化 

・エストニアにおける教員の教材の選択に影響を及ぼす要因 

・チェコにおけるデジタル教科書における歴史分野のマ

ルチモーダル及びハイパーテキストの構成要素の学

びへのポテンシャル 

・スペインにおける初等教育段階の教材のデジタル化の

動向 

 いずれも研究成果を知りたいところであるが，これら

の中からやがて IARTEM の電子ジャーナルに掲載され

るものもあるので，可能な限り追跡して，海外における

教科書のデジタル化をはじめ，インクルーシブ教育の観

点からも教科書問題の研究の動向を把握していきたい。 

 

５．ポスターセッション「未来の教科書に関するデルファ

イ調査」(二宮皓） 

教科書研究センターの研究事業「個別最適な学びと教

科書の在り方に関する国際比較調査」の一環として「先

端国におけるデジタル教科書調査」(エストニアについて

は実施)と「未来の教科書－国際デルファイ調査」を遂行

している。今回 IARTEM の大会に参加・発表し，国際的

な教科書等の専門家にデルファイ調査に参加してもらえ

るよう，ポスターで説明したり，フライヤーを配布した

りして，積極的にお願いしてきた。欧州を中心とする専

門家対象の調査は IARTEM 会員を中心とし，アジア・太

平洋の専門家対象の調査は PCC（環太平洋教育研究コン

ソーシアム）会員を中心として行う計画である。調査研

究課題は，今後 10～15 年後の教科書の在り方に大きな

インパクトを及ぼす「トレンド」を浮き彫りにし，2040

年頃の「未来の教科書」の特徴や方向性あるいは姿を描

くことにある。さらにこの調査結果をもとに「明日の教

科書のシナリオ」を描く予定である。 

 デルファイ調査のための調査票を作成するために，内

外の著名で影響力のある研究者・教科書出版社・教科書

協会代表者・編集者等，各国の教育政策の政策リーダー

などの高度専門家から「トレンド」と「未来の教科書の

ありよう」についての

意見やアイデアを提言

してもらっている。こ

うした提言などに基づ

いて「質問紙・調査票」

デザインすることにな

る。成果は日本語と同

時に国際的にシェアで

きるように英語でも発

表・公表する予定であ

る。 

「未来の教科書デルファイ調査」のポスター（二宮） 

ポスターセッションの案内をする著者 
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